
　情報機器には、多くのセンサが内蔵され、あらゆるモノに通
信機能を組み込むことでネットワーク化し、世界中から情報が

得られるようになっています。至るところに設置されているこ

のセンサからの情報をモニタリングして、システムを管理し、そ

の情報から状況を自動で判断してアクションを起こすなどの技

術が盛んに検討されている中で、私はこのシステムを利用し

た、安心・安全に暮らせる社会を目指すための技術開発に取り

組んでいます。

　現在私が行っている研究は、建物の屋外で、モニタリング用途

で利用されている既存のセンサネットワークに対し、緊急時に用

途外の情報を送るためのネットワーク経路をルール化・共有化

する技術です。通常のセンサネットワークは、設計上、決まった情

報を一定のデータ量で流すことになっているのですが、データ

が集中してつながらないということがないように、マージンが確

保されています。既存のネットワークを有効に活用する手法とし

て、このマージンを利用し、無線通信を一時的に切り替えて、本来

の用途以外の緊急度の高い情報を送ることができないかと考え

たのが研究のきっかけでした。これならば、新たなネットワーク

を構築する必要もありません。まだ理論を確立した段階ですが、

実用化に向けて有効性を実証しようとしています。ただ、既存の

ネットワークを使用するには、ネットワーク内に意図しない情報

を流すことへの警戒や、セキュリティの面でも課題があります。

しかし、それぞれの目的でネットワークがあちこちに構築される

と、電波干渉などによる問題が発生します。今後は、これらの課題

を解決しながら、上記のようなネットワーク共有システムをつく

ることが重要なテーマと考えています。

　この研究が実用化されれば、社会で起きているさまざまな課

題を解決することができると考えています。例えば、高齢者の安

否確認サービスの構築です。人や地域のつながりが希薄になり

つつある現代では、災害が起きたときや体調が急変したときに

備えて、安心して生活を送るための見守りシステムが必要だと

思います。緊急時には、周囲にあるモニタリング用ネットワーク

を利用して行政などに連絡が行くような仕組みがつくれたら、非
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常に有効ではないかと思っています。また、農業分野では、農作

業者の負担を軽減する効果も期待できます。ビニールハウス栽

培では、温度、湿度、照度、水量、害獣検知などのセンサや、換気、

散水、監視カメラなどの装置があり、その装置の異常によって作

物がダメにならないよう、監視装置をさらに監視する、二重の監

視を行っていたりもします。これらのセンサ情報を、無線を使っ

て伝送するモニタリングとしてネットワークを構築すれば、セン

サの異常値を検知した時に加えて、作業者の体調異常などの緊

急通報にも活用できます。これは農作業者の声としても反響が

あるところです。

　センサネットワーク技術は、多くのセンサ情報を無線で収集す

るメリットがありますが、一方で、遠くまで情報を送るには限界

があります。屋外での利用をさらに普及させるためには、センサ

ネットワークを広域に活用する技術が不可欠です。今後は、さま

ざまな媒体を通して研究の成果普及を行うとともに、実証実験

を進める予定です。

高性能オシロスコープ、シリアルBERT、
ネットワークアナライザの連携システム

設 備 紹 介

デジタル波形の信号品質を測定する高性能オシロスコープ
（左）、任意の波形を送って戻ってきた精度を判定するシリア
ルBERT（中央）、伝送特性を評価するネットワークアナライ
ザ（右）は、いずれも機器利用に対応していますので、ぜひご
利用ください。

仕様
・高性能オシロスコープ　DSAX91604A～16GHz、4ポート
・シリアルBERT　　　  N4903B～7Gbps
・ネットワークアナライザ  　E5071C-4K5/TDR ～20GHz、4ポート

３Dものづくりのソリューションを教えていただきました

　当社は玩具の総合メーカーです。動物の
フィギュアやドールハウスなどの「シルバニ
アファミリー」シリーズ、創業以来の商品で
ある「野球盤」などを製造・販売しています。
　城東支所との出会いは10年ほど前になり
ますが、支所が平成22年に三次元プリンター
を導入して以来、特に頻繁に利用させていただいています。当社
のすべての商品は、三次元プリンターで試作をつくりました。
　当社製品は比較的小さいものが多いので、それまでに利用
していた光造形機よりも細かい加工ができることや、奥行き
や手に取ったときの感覚がわかるのが三次元プリンターの強
みですね。玩具では、特にその要素は重要です。
　城東支所には、ほかにも豊富な設備がありますので、3Dも
のづくりのトータルなソリューションを教えていただいたと
思っています。機器の進化や業界の情報なども提供していた
だけるので、通えば通うほどメリットがあります。

都産技研には、本部、多摩テクノプラザのほか、城東支所・墨田支所・

城南支所と3つの支所があります。それぞれの支所の特徴や行っている

支援・サービスについて紹介します。

支所紹介レポート

城東支所
　2013年4月号に引き続きご紹介する城東支所では、工作機械を多く備えており、お客さま自身が操作できる機器利用の
サービスが充実しています。今回はその一環として、三次元CADからマシニングセンターまでを活用した試作加工のサービ
スをご紹介するとともに、日頃、城東支所をご利用されているユーザーの方にもお話を伺いました。

お客さまにとって「試作工場」的存在に
　城東支所は、東京都の城東エリアと城北エリアをカバーし

ていますが、いずれも製造業が多く集まっているエリアで

す。都内で最も多く製造業が集積しているのは大田区です

が、2位から9位までは城東・城北エリアが占めています。

　生産機械の部品や生活雑貨の金型など、細かい部品を作る

金属製品の加工業が多いエリアを抱えていることからも、特

に機器利用に力を入れています。業種柄、機械操作のスキル

を持っていらっしゃるお客さまが多いので、職員が操作方法

を指導した上で、工作機械などをご自身で使っていただいて

います。それが本部と他の支所にはない城東支所の特徴で

す。お客さまも、自社にはない機械を利用しに来ているので、

いわば専門試作工場を持っている感覚で来ていただいてい

るようです。

三次元CADとマシニングセンターを活用した
試作加工サービス
　城東支所では、三次元
CADで試作加工のプログ

ラムを作り、マシニングセ

ンターで部品加工を行い、

さらに試作品の製作まで

を一貫して行うサービス

を提供しています。マシニ

ングセンターを機器利用

として設置しているのは都産技研の中では城東支所だけに

なりますので、このサービスもここでしか提供していませ

ん。金型の試作や、その部品の製作が主ですが、そのほかに

医療関連部品や半導体関連部品、自動車関連部品などの精

密加工部品、機械部品にも利用されています。

　マシニングセンターを導入するにあたっては、城東支所

を立ち上げるときに、近隣の企業にアンケートを取って、機
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■城東支所のサービスの特徴

城東・城北エリアの中小企業のニーズに応え、
企画から試作加工まで一貫したサービスを展開

種選定をしたという経緯がありま

す。地元企業の要望に応えている

のが、このサービスです。また、自

社でマシニングセンターの導入を

検討中で、使い勝手を確かめたい、

という企業にもご利用いただいて

います。

三次元CADでプログラミング

マシニングセンター

マシニングで加工
している様子

三次元CAD、マシニングセンターにつ
いて説明する木暮研究員（左）
横山指導員（右）

高性能オシロスコープ測定画面

成果普及と実証実験を進め、技術の認知を広めたい
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　機械加工設備を多く揃え、試作加工まで一貫し
て行えるのが城東支所の強みです。また経験豊富
な研究員、指導員がすべての段階でアドバイスを
する体制も整えています。機器利用のほかに、強
度試験、振動試験などの機器利用や依頼試験にも
対応していますので、ぜひご利用ください。

ユーザーの声

株式会社エポック社　西野 晃一さん

城東支所長 三尾 淳からのコメント


